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◆

全

国
大

学

メ

ン
タ

ル

ヘ
ル

ス
研
究

会

主

催

"
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
、
全
国
大
学
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
研
究
会

後

援
：
文
部
科
学
省

当
番
大
学
：
室
蘭
工
業
大
学

開
催
日
時

一平
成

一
六
年

一
一
月
一
八
日

(木
)
～
一
九
日

(金
)

会

場
：
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
室
蘭

参
加
者
数

日九
五
名

二
六
回
目
の
開
催
と
な
る
今
年
度
は

「癒
し
の
で
き
る
キ
ャ
ン
パ
ス

と
人
材
育
成
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
た
。

二
日
間
の
日
程
は
、

一
日
目
に

一
般
口
演
、
症
例
研
究
、
特
別
研
究

班
報
告
、
研
究
班
報
告
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「独
法
化
と
大

学
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
動
向
」
、
北
海
道
医
療
大
学
阿
部
和
厚
教
授
に
よ

る
特

別
講
演

「
口
琴

は
癒
し

の
音

楽

を
奏

で
る
か
?

」

が
行
わ

れ

、

二
日
目
に
一

般
口
演

、
症
例
研
究
、

東
海

学
園
大
学
渡

辺
久

雄
教
授

に

よ
る
教
育

講
演

「精
神
療
法

に
お

け

る

「
劇

的

な
」

治

癒

機

転
」
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行

わ
れ
た
。

ま

た
、
二
日
間
と
も

、
活

発
な

質
疑
応
答

が
行

わ
れ
た
。

◆

平
成

一
六
年
度
第

一
一回

「全

国
就
職
指

導
ガ

イ
ダ

ン
ス
」

主

催

"文
部
科
学
省
、
就
職
問
題
懇
談
会
、
独
立
行
政
法
人
日
本

学
生
支
援
機
構

後

援

"社
団
法
人
日
本
経
済
団
体
連
合
会

協
力
大
学

"
国
立
大
学
法
人
神
戸
大
学

開
催
日
時

"平
成
一
六
年

一
一
月
二
五
日

(木
)

会

場

"神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
ー
ル

参
加
機
関
数

"学
校

・
学
校
関
係
団
体

三
二
二
校

企
業

・
企
業
関
係
団
体

二
一
一
社

参
加
者
人
数

一学
校

・学
校
関
係
団
体

四
四
三
名

企
業

・
企
業
関
係
団
体

二
五
六
名

学
校
側
と
企
業
側
の
新
卒
学
生
の
就
職
に
関
わ
る
情
報
交
換
を
目
的

と
し
て
平
成

一
六
年
度
第
二
回

「全
国
就
職
指
導
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
が
神

戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
、
文
部
科
学
省
の
泉
紳

一
郎
大
臣
官
房
審
議
官
、
続
い
て
本
機

構
の
北
原
保
雄
理
事
長
よ
り
挨
拶
の
後
、
就
職
問
題
懇
談
会
の
平
野
眞

]
名
古
屋
大
学
総
長
よ
り

「学
生
の
就
職

・
採
用
活
動
に
つ
い
て
」
と

題
す
る
講
演
、
社
団
法
人
日
本
経
済
団
体
連
合
会

の
鈴
木
正
人
常
務
理

事
よ
り

「秩
序
あ
る
就
職
採
用
活
動
の
実
践
に
向
け
て
」
と
題
す
る
講

演
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
。
事
例
紹
介
に
お
い
て
は
、
松
下
電
工
株
式

会
社
の
山
縣
康
浩
人
事
部
採
用
グ
ル
ー
プ
主
事
よ
り

「過
渡
期
を
迎
え

る
学
生
の
採
用
活
動
」
と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
、
続
い
て
、
広
島
大

学
の
田
中
秀
利
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
長
よ
り

「『キ
ャ
リ
ア
思
考
』
と

『課

題
解
決
能
力
』
ー
広
島
大
学
に
お
け
る
進
路

・
就
職
支
援
の
考
え
方
1
」

と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
の
情
報
交
換
会
で
は
、
企
業
ご

と
に
担
当
者
が
着
座
す
る
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
学
校
側
の
担
当
者
が
任

意
に
訪
問
す
る
形
式
で
活
発
な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
。

◆

学

生
ボ

ラ

ン

テ

ィ
ア
活

動
支

援

・
促

進

の

た
め

の
連

絡
協

議

の
集

い

主
催
団
体
：
独
立
行
政
法
人

日
本
学
生
支
援
機
構

後

援
：
文
部
科
学
省

開
催
日
時
：
平
成

一
六
年

一
二
月

一
七
日

(金
)

一
〇
：
○
○
～

一
七
：
三
〇

会

場

H東
京
国
際
交
流
館

プ
ラ
ザ
平
成

(台
場
)

参
加
機
関
数

一大
学
九
六
校
、
短
期
大
学
二
〇
校
、
高
等
専
門
学
校
四
校
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
七
団
体

参
加
者
人
数

二

八

一
名

第

一
部
全
体

会

で
は
、
文
部

科
学

省
生
涯
学

習
政
策

局
社
会

教
育

課

の
野
沢
ボ

ラ

ン
テ
ィ
ア

活
動

推
進
専

門
官

(当

時
)

に

よ
る
講
演

「
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
活

動

の
推
進

に
よ
る
地
域

教
育
力

の
再

生
」
、

シ

ン
ポ

ジ

ウ

ム
で

は

「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
と
共

に
生

き

る
大
学
―

地
域

連
携

の
可
能

性

を

探

る
―

」

を

テ
ー

マ
に
、

栗
田
亜
細
亜
大
学
国
際
関
係
学

部
教
授
の
総
合
司
会
で
佐
藤
愛

媛
大
学
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
講

師
、
阿
部
北
海
道
医
療
大
学
心

理
科
学
部
教
授
及
び
阪
口
龍
谷

大
学
短
期
大
学
部
助
教
授
の
三

名
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に
よ
る
各

大
学
の
実
践
事
例
の
紹
介
、
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

昼
の
時
間
帯
に
は
情
報
交
換

会

(
ラ
ン
チ

セ

ッ
シ

ョ
ン
)
と

し

て
立
食
形

式

で
軽

食
を

と
り

な
が
ら

参
加
者

同
士

の
名
刺
交
換
、
情
報

・
意

見
交
換
が
活
発

に
行
わ

れ
た
。

第

二
部

分
科
会

で
は
、
①
大

学

に
な
ぜ

ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
セ

ン
タ
ー
が

必

要
な

の
か
、
②

大
学

の
授
業

に

お
け
る

ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
支
援

の
可
能

性

、
③
実

践
的

ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

コ
ー
デ

ィ
ネ

ー

シ

ョ
ン
術

、
④
学

生
が

結

ぶ
ボ

ラ

ン
テ
ィ

ア
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ

ン
グ

、

の
各

テ
ー

マ
ご
と

に
そ

れ

ぞ
れ
事

例
紹
介

や
課

題
提
供

を
行

っ
た
後

、
六
人

程
度

の
班

に
分
か

れ

て

ワ
ー
ク

シ

ョ
ッ
プ
形

式

に
よ
る
討

議
が
行

わ

れ
、
結

果
が
発

表
さ

れ

た
。学

生

の
ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア
活

動
を
支

援

・
促
進
す

る
と

い
う

目
的
を

同

じ
く

し
た
参
加

者

に
と
り

、
各

地
域

で
様

々
な
方

法
、

規
模

で
活
動

・

支

援

し

て
い
る
事
例

、
ま

た
、
今
後

の
活

動

・
支

援
を
検

討
す

る
場
合

の
課
題
、
対

応
策
等

に

つ
い
て
貴
重

な
情
報
を

共
有
す

る
こ
と
が

で
き

、

有
意
義

な
集

い
と
な

っ
た
。

1日 目特別講演
第1部 の全体会を聴講する連絡協議
の集い参加者

第2部 の分科会 でデ ィスカッション

をする参加者


